
Bulletin of the National Museum of Ethnology
Vol. 3No. 4; Cover, Contents,and others

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00009259URL



1978・123巻4号

国立民族学博物館

研究報告

過山ヤオ族の二つの起源神話〈繋瓠〉とく渡海〉

　一 種族的アイデンティティの生成と淘汰　　　　　竹村卓二

台湾南部山地およびバタン諸島のアワの特性とその民族植物学的考察　　　　　阪本寧男

アンデス高地の環境利用一 垂直統御をめぐる問題　　　　　一大貫良夫

オロッコ族の病気に対する呪符　　　　　和田 完

結界について(Ⅱ)一 境界的結界 　 　 垂水 稔

A Preliminary Bibliography for the Study of 
 Customary Laws of Southeast Asia and Taiwan ISHII, Yoneo (ed.)

国立民族学博物館 〒565大 阪府 吹田市 千里 万国博記念公園　 TEL　 O6-876--2151



国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告

3巻4号 1978年12月

目 次

過 山ヤオ族 の二つ の起源神話 く槃瓠 〉とく渡海 〉

一 種族的アイデンティティの生成と淘汰一 竹 村 卓 ニ ……615

台 湾 南部山地 お よびバ タン諸島の アワの特性 とその民族 植物学 的考察

阪 本 寧 男……682

ア ンデ ス高地 の環境利用

_垂 直統御をめぐる問題一　 大 貫 良 夫 ……709

オ ロ ッコ族 の病気 に対す る呪符　 和 田 完 ……734

結 界 について(皿)

一 境界的結界一 垂 水 稔 ……749

APreliminaryBibliographyf〈)rtheStudyofCustomaryLawsof

SoutheastAsiaandTaiwanIsHII,Yoneo(ed.)… …780

彙 報　 834

国 立 民族学博物館研究報告3巻 総 目次　 838

国 立 民族学博物館研究報告寄稿要項　 840

国 立 民族学博物館研究報告執筆要領　 841



BULLETIN OF THE NATIONAL MUSEUM OF ETHNOLOGY

 Vol.  3  No.  4 December 1978

TAKEMURA, Takuji "Dog Ancestor" and "the Crossing of the 

 Sea"  : a Selection of the Mythical Cores 

               of Yao Ethnic Identity  615 

SAKAMOTO, Sadao Characteristics and Ethnobotanical 

                     Comparison of Fox-tail Millet (Setaria 

                      italica P. Beauv.) Samples from Southern 

                   Formosa and the Batan Islands  682 

 ONUKI, Yoshio Vertical Control: Some Problems on the 
                     Exploitation of the Environment in the 

                Central Andean Highlands   709 

 WADA, Kan Medical Amulets among the Oroks  734 

TARUMI, Minoru Boundaries and Boundary  Markers: Part II  749 

    Yoneo (ed.) A Preliminary Bibliography for the Study 

                     of Customary Laws of Southeast Asia and 

      Taiwan  780



彙 報 昭和53年7月 ～
昭和53年9月

第二回国際シンポジウム

The2ndInternationalSymposium,Division

ofEthnology,TheTaniguchiFoundation

テーマ:「 アラスカ原住民の文化史一 エス

キモーとインディアンー 」

(Culture且istoryoftheAlaska

Natives-EskimosandIndians-)

日時:昭 和53年8月21日(月)-28日(月)

場所:国 立民族学博物館,東 洋紡績総合研究

所求是荘

摘要:ア ラスカをフィール ドとするアメ リカ

およびカナダの若干の人類学者7名 を招聘

して第二回国際シンポジウムが,本 館なら

びに財団法入民族学振興会(千 里事務局)

の共同主催 財団法人谷口工業奨励会45周

年記念財団の後援によって,開 催された。

シンポジウムの前半は本館で,後 半は大津

市堅田の東洋紡績総合研究所求是荘に会場

を移して行なわれた。期間内に6セ ッショ

ンが持たれ,大 小15の ペ ーパー発表があり,

それぞれ質疑応答が行なわれた。また,総

合討論では,各 ペーパー発表者により提起

された諸問題の討論が展開された。

シンポジウムの結果は,国 立民族学博

物館の欧文研究報告(SenriEthnological

Studies)の 一部として発表される予定であ

る。

組織委員会

委員長

梅棹忠夫 国立民族学博物館長

委 員

祖父江孝男 国立民族学博物館第1研 究

部長 ・教授

佐々木高明 国立民族学博物館第2研 究

部長 ・教授

伊藤 幹治 国立民族学博物館第3研 究

部長 ・教授

蒲生 正男 明治大学政経学部教授
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宮本 繁雄　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

委員長

小谷 凱宣　国立民族学博物館第1研 究

部助教授

委 員

秋道 智弥　国立民族学博物館第2研 究

部助手

秋道 三夫　財団法人民族学振興会千里

事務局事業課員

小山 修三　国立民族学博物館第4研 究

部助教授

松山 利夫　国立民族学博物館第1研 究

部助手

森川 国雄 国立民族学博物館管理部庶

務課共同利用係長

中牧 弘允　国立民族学博物館第1研 究

部助手

小川 了　国立民族学博物館第3研 究

部助手

岡田 宏明　北海道大学助教授文学部北

方文化研究施設

宇治日出二郎　財団法人民族学振興会千

里事務局事業課長

湯浅 叡子　財団法人民族学振興会千里

事務局長

参加者

・報告者

ANDERsoN,AssociateProfessor,Dept.

DouglasD.ofAnthropology,Brown

Univ.

BuRGH,Mechaniscburg,Pennsyl-

Ernests.,Jr.vania・

DuMoND,ProfessorandChairman,

DonE.Dept.ofAnthropology,

Univ,ofOregon.

蒲生 正男　 明治大学政経学部教授

小谷 凱宣　 国立民族学博物館助教授

宮岡 伯人　 小樽商科大学助教授

NELSON,　 ResearchAssociate,Dept.

RichardK.　 ofAnthropology,Univ.of

Alaska.
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岡 田 宏 明 北海 道 大 学 助 教 授

TowNsEND,AssociateProfessor,Dept.

JoanB.ofAnthropology,Univ.of

Manitoba

WoRKMAN,AssociateProfessor,Dept.

WilliamB.ofAnthropology,Univ.of

Alaska

WoRL,RositaAnchorage,Alaska.

・討 論者

加 藤 晋 平　 筑 波 大 学 歴 史 ・人 類 学 系 助

教 授

小 山 修 三　 国立 民 族 学 博 物 館 助教 授

岡 千 曲　 相 模女 子 大 学 助教 授

岡 田 淳 子　 東 海 大 学 講 師

祖 父 江 孝　男 国 立民 族 学 博 物 館教 授

梅棹忠夫　 国 立 民族 学 博 物 館 長

日 程

8月21日(月)

午 後 国 立民 族 学 博 物 館見 学,館 長 室 訪 問

夕 方 館 長主 催 歓 迎 レセ プ シ ョン

8月22日(火)

9:00-9=35

開 会 の 辞梅棹 忠 夫

キ イ ノ ー ト ・ス ピーチ 蒲生 正 男

``AlaskanstudiesbyJapaneseAnthro -

pologists,,

第1セ ッシ ョ ンー 伝 統 文 化 の成 立:考 古

学 的 背 景

9:45-12;15(午 前 の部)(座 長Dumond)

Anderson:ContinuityandChangein

thePrehistoricRecordofNorth

Alaska.

Workman:ContinuityandChangein

thePrehistoricRecordfromSouthern

Alaska.

14:00-16:30(午 後 の部)

(座 長Anderson)

岡 田 ・小 谷:PrehistoryandPoleoecology

oftheAlaskaPeninsalaasSeenfrom

theHotSpringsSite,PortMoller.

Dumond:ANaturalHistoryofSubsis-

tenceSystemsinPrehistoricAlaska.

8月23日(水)

第2セ ッ シ ョ ンー 伝 統 文 化 の 特 質:民 族

誌 的 ・社 会 入 類 学 的 背 景.

9:30-12:00(午 前 の 部)(座 長Townsend)

Burch:TraditionalEskimoSocietiesin

NorthwestAlaska.

蒲 生:TheBandStructureandAccultu-

rationamongtheEskimosofNelson

Island,SouthwesternAlaska.

14:00-16:30(午 後 の 部)(座 長Burch)

Townsend:SocictalChangeandEthnic

DevelopmentinEighteenthand

NineteenthCenturySouthemAlaska.

Nelson:AthapaskanSubsistenceAda-

PtationsinAlaska。

8月24日(木)

9:30-12:00

総 合 討 論(A):伝 統 文 化 の 諸 問 題 に つ い て

(座 長　 岡 田 宏 明)

夕 方 谷 口豊 三 郎 氏 主 催 晩 さ ん 会(京 都)

8月26日(土)

第3セ ッ シ ョ ンー 伝 統 文 化 の 変 化:変 化

の 現 状

9:20-12:00(午 前 の 部)(座 長Nelson)

Worl:TheNorthSlopeInupiatCon-

temporaryWhalingComplex・

、Miyaoka:AalaskaNativeLanguages

inTransition.

14:00-16:30(午 後 の 部)

(座 長Workman)、

Burch:CulturalRevitalizatiollamong

NorthAlaskanEskimos.

Nelson:CultureChangesamongAtha-

paskansinInteriorAlaska.

Dumond:CommunityPatternsonthe

SouthCoastofBristolBay.

Miyaoka:BilingualEducationProg-

ramamongCentralYupikspeakers.

Worl:AlaskaNativeClaimsSettlement

Act.

835



国立民族学博物館研究報告3巻4号

8月27日(日)

9:30-12=OO

総合討論(B):ア ラスカ原住民の文化変化

の諸問題について(座 長Worl)

14:00-15:30

総合討論(C):ア ラスカ原住民の文化変化

の諸問題について(継 続)(座 長Worl)

15:45-16:40

話題提供:祖 父江孝男一 現代日本社会の

文化変容

16:40-17:00

閉会 の辞　蒲生 正男

夕方 サヨナラ・パーティー

8月28日(月)

9=OO-11=00

連 絡会議:今 後の研究協力と出版計画につ

いて(座 長 小谷凱宣)

館内合同研究会

昭和53年

9月13日 「ヨーロッパ民族学こぼればな

し」J・ クライナー

海 外 に お け る研 究 ・調 査 ・収 集活 動

氏 名 出 発 帰 国 行 先

杉 本 尚 次(第4研 究 部 教 授)53・7.253.8,31ス ウ ェーデ ン,フ ィ ン ラ ン ド,

ノル ゥ ェ ー,ド イ ッ連 邦 共 和 国,

連 合王 国

加 藤 九 詐(第1研 究 部 教 授)53.7.753.8.16ソ ビエ ト連 邦 共 和 国,モ ンゴル

人 民 共和 国

宮 本 勝(第5概 究 部 助 手)53.7.1153.7.31フ ィ リピ ン共 和 国

関本 照 夫(第2研 究 部 助 手)53.7.1554.5.14イ ン ドネ シア共 和 国

梅棹忠 夫(館 長)53.7.2353.8.11ユ ーゴ ス ラ ビア,ブ ル ガ リア,

ハ ンガ リー,チ ェ コス ロバ キ ァ,

ドイ ツ連 邦 共 和 国

吉 本 忍(第2研 究 部 助 手)53.7.2553.8.22パ プ ァ ・ニ ュー ギニ ァ

佐 々木 高 明(第2研 究 部 教 授)53.8.153.9.2タ イ

田邊 繁 治(第2研 究 部 助 教 授)53.8.153.9.2タ イ

野 村 雅 一(第5研 究 部 助 教 授)53.8.454.1.9ユ ー ゴ ス ラ ビア,ル ーマ ニ ア

友 枝 啓 泰(第2研 究部 助 教 授)53・8・2054.8.19ペ ル ー,エ クア ドル,ボ リビア,

ア メ リカ合 衆 国,ブ ラ ジル,ベ

ネ ズ エ ラ,コ ロ ンビ ア

宮 本 勝(第5研 究部 助 手)53.8.2153.12。1フ ィ リピ ン

藤 井 龍 彦(第4研 究部 助 教 授)53.8.3054.1.28ペ ル ー,チ リ,ボ リビ ア

松 原 正 毅(第2研 究部 助 教 授)53.8.3154.2.28ト ル コ,ア フガ ニ ス タ ン

栗 田 靖 之(第2研 究 部 助教 授)53.9.153.10.31ア メ リカ合 衆 国,メ キ シ コ

端 信 行(第3研 究 部 助教 授)53.9.154.3.4フ ラ ンス,カ メ ル ー ン,中 央 ア

フ リカ共 和 国

江 ロ ー久(第3研 究 部 助教 授)53.9.154.3.22フ ラ ンス,象 牙 海岸,ト ー ゴ,

カ メル ー ン

和 田 正 平(第3研 究 部 助教 授)53・9.154.3.22フ ラ ンス,象 牙 海 岸,ト ー ゴ,

カ メ ル ー ン'
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田邊 繁 治(第2研 究 部 助 教 授)53.9.1154.9.10連 合王 国

秋 道 智 彌(第2研 究部 助 手)53.9.1353.9.25イ ン ドネ シ ア共 和 国

松 山 利 夫(第1研 究 部 助 手)53.9.1553.10.1ア メ リカ合 衆 国

杉 本 尚次(第4研 究 部 教 授)53.9.1653.9.25西 サ モ ア

櫻 井 哲 男(第5研 究部 助 手)53.9.2153.10.10大 韓民 国

山本 紀 夫(第3研 究部 助 手)53.9.2554.3,30ペ ル ー,ボ リビア

来 館 者 抄

昭 和53年

7月6日　 上 田 篤(大 阪 大 学教 授)

11日　 東 村 武 信(京 都 大 学 教 授)

13日　 石 井 庄 司(東 海 大 学 教 授)

17日　 若 泉 敬(京 都 産 業 大 学 教

授)

三 木 新(同)

21日　 野 田 一 夫(立 教 大 学 教 授)

27日　 梅 漢 昇(大 阪 大 学 教 授)

8月17日　 谷 村 晃(大 阪 大 学 教 授)

山 口 修(同 助 教 授)

8月19日HesungC.Koh(HRAF.ア

ジァ研 究 部 長)

KwangKoh(Professor,Cen-

tralConnecticutStateCollege)

ED.JAMEs(Director,Central

ConnecticutStateCo11ege)

8月21日 ～29日

谷 口財 団 国際 シ ン ポ ジ ウム参

加 者

8月28日　 周 達 生(神 戸 中 華 同文 校)

12日　 CarlosR.Margain(メ キ シ コ

国立 自治大 学 大 学 院 教 授)

18日　 李 杜 鉱(ソ ウル大 学 教 育学

部 教 授)

A.バ ッタ チ ャ リア(カ ル カ ッ

タ大 学 教 授)

J.ダ ナ ンジ ャヤ(イ ン ドネ シ

ア大 学 文 学 部 講 師)

T.D.ジ ョ シ(ネ パ ール 王 国 学

士 院 会 員)

S・ ワ ン リポ ー ドム(シ ル パ コ

ン大 学 教 授)

服 部 勉(東 北 大学 助 教 授)

19日　 中 川 文 雄(筑 波 大学 助教 授)

23日　 周 培 源(中 国 科学 院副 院 長

北 京大 学 校 長)

崔 泰 山(同 外 事 局 責 任

者)

王 大 玲(同 長 春 光 機 所

長)

都 柏 林(同 物 理 研究 所 研

究 員)

顧 以 健(同 大 連 化物 所副

研 究 員)

26日　 DonaldH.Shively(Professor

ofJapaneseHistory,Harvard

University)

FriedrichA.vonHayek(Uni-

versitatFreiburg)

28日　 中 村 光 男(オ ー ス トラ リァ国

立 大学 客 員 研 究 員)

30日　 米 花 稔(神 戸 大 学 名 誉 教

授)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関する論文,資 料 ・研究ノート,調

査研究活動報告等を掲載 ・発表することにより,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与するもの

である。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿することができる者は,次 のとおりとする。

(1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」という。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組織,

運営に関与する者

(2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

(3)そ の他本館において適当と認めた者

3.原 稿を寄稿する場合は,論 文,資 料 ・研究ノート,調 査研究活動報告等のうち,い ずれであ

るかをその表紙に明記するものとする。なお,こ の区分についての最終的な調整は,国 立民族

学博物館研究報告編集委員会(以 下 「編集委員会」という。)に おいて行 う。(編 集する場合は,

原則 として論文及び資料 ・研究ノー トを1段 組,そ の他のものを2段 組 として取り扱う。)

4。原稿執筆における使用言語は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイン語,ロ シア語,中 国語

及び ドイツ語のうちいずれを用いても差 し支えない。ただし,そ の他の言語を用いる場合は,

編集委員会に相談するものとする。

5.特 殊な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合は,編 集委員会に相談するものとする。

6.寄 稿する原稿が論文で,日 本語を使用する場合は,原 則として英文により500語 程度の要旨

を付けるものとし,そ の他の言語による論文の場合は,編 集委員会に相談するものとする。な

お,寄 稿する原稿については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しなければ

ならない。

7.寄 稿する原稿の枚数は,原 則として制限しない。ただ し,編 集する場合は編集委員会の判断

により,紙 数等の関係から分割して掲載することがある。

8.寄 稿する原稿は,必 ず清書(欧 文の場合はタイプ)し,原 稿の写し1部 を添付するものとす

る。なお,図,表 のスミ入れ,レ タリングは,編 集委員会で処理する。

9.寄 稿された原稿は,審 査委員会において審査のうえ,採 否を決定する。なお,原 稿は,採 否

にかかわらず原則として返却 しない。

10.稿 料の支払い,掲 載料の徴収は行わない。

11.原 稿の執筆に当っては,別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」による。

12.原 稿の寄稿先及び連絡先は,次 のとおりとする。

〒565大 阪府吹田市千里 万国博記念公園

国立民族学博物館内

国立民族学博物館研究報告編集委員会(電 話 代表06-876-2151)
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

1.原 稿 は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書きとする。

2.原 稿は,図,表 を除き,原 則として黒インクを使用する。

3.日 本語を使用して執筆する場合は,原 則として当用漢字,現 代かなつかいを用いる。

4.句 読点,括 弧,各 種記号等は,原 則として原稿用紙のマス目1字 分の扱いをする。

5.原 稿中の年号,月 日及びその他の数字は,原 則としてアラビア数字を用いる。なお,年 号は,

原則として西暦とする。

6.図 及び表は,一 図,一 表ごとに別紙に書き,本 文とは別に一括して添付するものとする。な

お,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領により記入),図,表 名及び説明並びに

出典等を記 し,本 文原稿の欄外には,そ れぞれのそう入箇所を指定するものとする。

7.写 真は,写 りの明瞭なもので,手 札判以上の大きさに焼き付けたものに限り,図 及び表の扱

いに準じて通 し番号,説 明を付けたうえ,そ う入箇所を指定するものとする。ただし,ヵ ラー

写真は,原 則として受け付けない。

8.本 文又は脚注において文献を指示する場合は,カ ギ括弧を付け,著 者名,文 献刊行年次,引

用ページ数の順に下記の例に従 って記載する。

[柳田1942:67-69]

[1」each1961:123]

[柳田1942:67-69,1944:20-22;Leach1961=123]

ただ し,同 年次刊行物の場合は,ア ルファベット順により,下 記のように記載するものとする。

[杉日田1942a:20-22][杉 口田1942b:10]

9.脚 注 は,一 つ一つ別紙に記し,通 し番号を付ける。なお,本 文中に脚注をそう入する箇所に

は,脚 注の当該番号を記入し,別 紙の脚注には,本 文のページ数を明記するものとする。

10.本 文及び脚注において参照した文献は,す べて原稿の末尾にまとめて下記の方法により記入

する。

(1)文 献 の配列は,著 者名のアルファベット順とすること。

(2)文 献の記載は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻 号,出 版社名の順とすること。

欧文の雑誌名及び単行本名は,イ タ リック体にするため,原 稿には下線を引くこと。また,

ローマ字入名は,ス モール ・キャピタルとするため,二 重下線を引き,日 本文の場合は,論

題にカギ括弧,雑 誌名及び単行本名に二重のカギ括弧を付けること。雑誌の巻数及び号数は,

原則としてアラビア数宇を用いること。

(例)

論文の場合(1)

石 田英一郎

1948「 文化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』13(4):311-330。

Bohannan,P.

1973RethinkingCulture:APr()jectf()rCurrentAnthropologist.Current

Anthropology14(4):357-372.

論文 の場合(2)

杉浦 健一

1942「 民間信仰の話」 柳田国男編r日 本民俗学EII究』 岩波書店,pp.117-143。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The  M.  I.  T. Press, pp. 23-63.

単行本の場合

泉 靖一

1966r文 明をもった生物』 日本放送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

        pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

エリアーデ,M.

1974rシ ャーマニズムー 古代的エクスタシー技術一 』 堀 一郎訳 冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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